
はじめに

　本研究は、日本における森のようちえんの教

育効果を、そこに通う子どもたちの保護者への

質問紙アンケート調査を中心にして明らかにす

ることを目的としている。

　筆者たちはこれまで森のようちえんを視察し、

そこに通う子どもたちは、特に寒い冬でも森で

活動して過ごし、斜面のある場所で遊ぶことで

運動能力や体力が特に発達すること、２０人程度

の異年齢集団で助け合い協力し合い遊んだり過

ごしたりすることから思いやりや気配りなど心

の面でも大いに育って来ていることなどが分か

り、さらに保護者の感想や保育者の発言からも

理解を深めてきた。

　そこで、森のようちえんに通う子どもの保護

者を通して、子どもたちの成長や変化を明らか

にするためにアンケートを行った。

　質問紙アンケート調査の対象としては、これ

までに視察経験のある森のようちえんから選択

した。すなわち、広島市安佐南区沼田の「戸山

の森のようちえん　おてんとさん」（園児数１４人、

保育スタッフ３名、今田夫妻および藤本さんに

よる主催者型）、同じく安佐南区の「森のようち

えん　まめとっこ」（同９人、保育スタッフ２

名、石井さんと保護者ボランテアを中心とする

共同保育型）、鳥取県伯耆町・大山町で展開する

「森のようちえん　みちくさ」（同１３人、保育ス

タッフ３名、新妻夫妻を中心とする主催者型）、

同県智頭町の「森のようちえん　まるたんぼう」

（同２９人、西村代表、保育スタッフ５名の主催

者型）および「杉ぼっくり」（同１４人、熊谷さん

を中心とする保育スタッフ３名の主催者型）、さ

らに長野県安曇野市の「安曇野　森の子」（同２０

人、元保護者を含め保育スタッフ３名の主催者

型）、山梨県の「森のようちえんピッコロ」（同

２９人、中島さん及び保護者スタッフの共同保育

型）、計７園の保護者（１２８人）に対して行った。

アンケート用紙の配布および回収は、それぞれ

の「森のようちえん」に依頼した。回収期間は、

１１月２日～２０日とした。回答数は９８名分、回収

率は、７６．６％であった。

　また筆者の一人（杉山）は、２０１５年６月２５日

鳥取県の森のようちえん「みちくさ」の保護者

にインタビュー調査（注３、朝のお迎えの時間

１時間程度）を行った。次に、６月２６日に智頭

町の「まるたんぼう」保育者たち（注４、約２
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時間）、さらに６月２７日に「まるたんぼう」の保

護者（注５、親子参観日の保育に並行して約２

時間）にもインタビューを行った。これらは、

アンケートの分析・考察を補足する形で活用す

ることにした。

アンケート結果の分析と考察

（１）子どもの年齢構成および男女比

　森のようちえんに通う子どもの年齢構成およ

び男女比を明らかにするために、年齢、男女に

よる割合を算出した（表１）。森のようちえんの

子どもたちは年少・中・長がほとんどであるが、

３歳児を迎え、随時入園できるという園もある。

今回のデータとしては、５歳児以上が約半数で

ある。また、森のようちえんと言っても決して

男児が多いとは限らず、ほぼ同数であると言っ

て良い。

（２）森のようちえん以外での遊びや学び～電子

ゲーム機器と習い事

　次に、森のようちえんに通う子どもの実態に

ついて、一般の幼稚園や保育所に通う子どもと

の比較を行った（表２、表３）。森のようちえん

に入園する過程の教育環境として、いわゆる携

帯型ゲーム機器を所有する子どもは一般（未就

学の６歳児まで所有率約３０％というデータがあ

る、注１）よりも極めて少ないことが分かる。

ここにはないが、テレビを所有していない、あ

るいはほとんど見ないという家庭も少ないと、

まるたんぼう代表の西村さんが今回のアンケー

トで補足してくれた。また、習い事に関しては、

約２０％と一般（スポーツ系のみで約５０％、注

２）よりも低いが、ある森のようちえんのス

タッフからは、保育園並みの預かりということ

で平日は習い事はしないということ、また保育

料が４万円という一般ようちえんよりも高めの

保育料で習い事は経済的な面から控えるという

こともあるようである。

（３）入園動機

　森のようちえんに子どもを入園させるにあ

たって保護者がどのような期待を持っていたの

かを明らかにするために、表４に示した１１項目

の中から入園動機として当てはまるもの上位５

項目について「１位」「２位」「３位」「４位」

「５位」が分かるように回答を求めた。上位５項

目として選択された割合およびその順位ごとの

内訳をまとめたものが表４である。

　表４から入園動機を見ると、「自然とのふれあ

い」が最も多く約９０％となる。その次が、「感

性」（約７０％）、「健康」（約６０％）である。「人

間関係」「創造力」「個性」がそれに続いている。

さらに、「自然とのふれあい」に次いで１位

（１７．３％）が多い「その他」の自由記述からの分

析を見ると、多い順に、①「自分で考える力」、

②「生きる力」、③「思いっきり遊ばせたい」で

あるが、これらのことが一般的な幼児教育機関

─　　─２４

表１．年齢別、性別に見た子どもの割合

計６歳５歳４歳３歳

５２．０８．２１７．３１４．３１２．２男児

４８．０５．１２０．４１６．３６．１女児

１００．０１３．３３７．８３０．６１８．４計

表２．ゲーム機を所有している子どもの割合

一般（６歳児）※森のようちえん

２９．７７．１所有率

※一般のデータはベネッセ教育総合研究所（２０１３）
による

表３．習い事に通う子どもの割合

一般（５歳児）※森のようちえん

４９．３２０．４割合

※一般のデータはベネッセ教育総合研究所（２００９）
による
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では得られないと考えて、森のようちえんを選

んだのであろうと推測される。

　また入園動機と関連して、保護者の自然体験

の有無「自然体験が豊かにあったか」を示した

ものが表５である。母親の方が子ども時代の自

然体験が父親よりも高いということは、母親の

子ども時代の自然体験が入園動機に肯定的な影

響を与えているということが推測できる。なぜ

なら一般的には男児の方が自然体験が多いと予

想されるからである。

（４）教育効果～子どもの変化～

　次に森のようちえんの教育的効果を明らかに

するために、森のようちえん入園後の子どもの

変化について保護者に尋ねた。質問項目は独自

に作成した２４項目であり、「健康」「人間関係」

「言葉」「環境」「造形表現」「音楽表現」「総合

力」の７領域に分類することが可能であった

（表６）。各質問項目に対し、「非常に良くなっ

た」「良くなった」「変わらない」「悪くなった」

「分からない」の５つの選択肢から最も当てはま

るものを選択するよう求めた。項目ごとに選択

された回答の割合を算出したところ、表６に示

した通りとなった。７割以上の保護者が「非常

に良くなった」あるいは「良くなった」と回答

した項目は、「健康」領域で５項目中２項目

（「瞬発力」「持久力」）、「人間関係」領域で６項

目中２項目（「自己発揮」「思いやり」）、「言葉」

領域で２項目中１項目（「自己主張」）、「環境」

領域で３項目中３項目（「自然への興味」「自然

の知識」「観察力」）、「造形表現」領域で４項目

中１項目（「ものづくりへの興味」）であった。

「音楽表現」領域での成長を感じている保護者は

３～４割、「総合力」領域では６割前後であった。

これらの結果から以下の事が考察できる。

１）「言葉」領域、「人間関係」領域、「環境」領

域、「健康」領域などの変化（成長）が大きい

ということが分かる。これは、領域別の項目

の差の違いを超えているものである。

２）「自己主張」は、言葉と同時に、子どもの自

─　　─２５

表４．入園動機として選択された割合およびその内訳（選択率の大きい順）

内　　　訳
選択率

５位４位３位２位１位

１２．２１１．２９．２１６．３３７．８８６．７自然とのふれあい

９．２１６．３１９．４１６．３８．２６９．４感性

１４．３１６．３８．２１５．３８．２６２．２健康

６．１７．１１２．２１４．３８．２４８．０人間関係

８．２１６．３１４．３４．１４．１４６．９創造力

１５．３９．２１０．２６．１２．０４２．９個性

１０．２４．１８．２８．２７．１３７．８忍耐力

３．１５．１６．１４．１３．１２１．４運動能力

３．１４．１４．１１．００．０１２．２集中力

３．１２．０１．０２．００．０８．２知性

２．００．０６．１２．０１７．３２７．６その他

表５．幼児期に自然体験が「あった」と回答した親
の割合

７４．７母親（９５名）

６４．７父親（８５名）
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信や積極性（自立）という点での成長を表し

たものであろう。「自己発揮」と共通している

とも言える。「トラブル」については、自己主

張や自己発揮の成長があれば、子どもたちの

集団内での衝突や摩擦である「トラブル」は

避けられない。「トラブル」を解決する過程で

子どもたちは「思いやり」を育み、「自立」し

て成長していく。

３）「環境」領域の項目が全て挙がったことは、

自然環境というものが子どもに相当の影響を

与えていることを物語っている。

４）「表現」領域の変化・成長がほかの領域に比

べて低いということは、森のようちえんのお

ける子どもたちの活動を物語っているようで

ある。つまり、このように現れた段差は森の

ようちえんでは「表現」領域の活動が少なく、

─　　─２６

表６．親が感じる子どもの変化

無回答分からない変わらない良くなった※１質問項目領域

１２．２１．０２６．５６０．２健康健康

１４．３２．０９．２７４．５※２瞬発力

１１．２０．０９．２７９．６持久力

１２．２０．０２１．４６５．３食欲

１３．３０．０３３．７５２．０生活リズム

８．２３．１１２．２７５．５自己発揮人間関係

１０．２７．１２４．５５７．１自己抑制

１３．３２．０１８．４６４．３自立

１１．２３．１１０．２７５．５思いやり

１２．２１３．３３６．７３２．７トラブル

１２．２２．０２９．６５６．１傾聴

７．１０．０６．１８６．７自己主張言葉

１５．３５．１１９．４６０．２質問

９．２１．０１４．３７５．５自然への興味環境

１０．２１．０９．２７９．６自然の知識

１３．３０．０１１．２７５．５観察力

１０．２２．０１３．３７４．５ものづくりへの興味造形表現

１４．３５．１４１．８３８．８色への興味

１４．３３．１３６．７４５．９絵の細かさ

１３．３８．２２８．６４９．０絵の大胆さ

１４．３１１．２３２．７４１．８音への敏感さ音楽表現

１４．３１３．３３６．７３５．７リズム感

１３．３５．１２２．４５９．２あそびの多様性総合力

１４．３５．１１６．３６４．３あそびの深まり

※１「非常に良くなった」「良くなった」を合算した割合
※２「良くなった」７０％以上、「変わらない」３０％以上、「分からない」１０％以上の値を網掛け

で示した
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結果として相対的に変化・成長があまり見ら

れないということが一般的な傾向としてある

ということであろう。

　さらに、どのような点において大きな成長が

見られたのかを明らかにするために、２４項目の

中から最も変化が大きいもの上位５項目を選択

するよう併せて求めたところ、上位５項目とし

て選択された割合は表７に示した通りとなった。

３割以上の保護者が上位５項目として選択した

のは「持久力」「自己発揮」「思いやり」「自己主

張」「自然への興味」「観察力」の６つであった。

これらの結果から以下の事が考察できる。

１）表６と比較すると、「ものづくりへの興味」

以外の項目は全く同じである。上でも述べた

ように、森のようちえんは、一般の園のよう

に一斉に造形活動を行うなうことは、季節行

事などで行う以外は例外的であり、自由遊び

の中で行われる造形活動の活動量の差もある

─　　─２７

表７．親が感じる子どもの変化として上位５項目に選択された割合およびその内訳

内　　　訳
選択率質問項目領域

５位４位３位２位１位

７．１４．１３．１２．０６．１２２．４健康健康

４．１６．１７．１４．１７．１２８．６瞬発力

４．１６．１３．１１４．３９．２３６．７持久力

４．１３．１２．０３．１７．１１９．４食欲

２．０４．１３．１２．０４．１１５．３生活リズム

１０．２５．１８．２５．１８．２３６．７自己発揮人間関係

７．１３．１３．１４．１３．１２０．４自己抑制

３．１４．１６．１６．１７．１２６．５自立

８．２６．１７．１１１．２７．１３９．８思いやり

２．０２．０１．０３．１２．０１０．２トラブル

５．１３．１７．１２．０１．０１８．４傾聴

７．１１０．２１０．２７．１６．１４０．８自己主張言葉

２．０７．１５．１１．０１．０１６．３質問

４．１８．２６．１７．１８．２３３．７自然への興味環境

５．１２．０８．２６．１８．２２９．６自然の知識

３．１６．１１５．３１０．２３．１３７．８観察力

７．１５．１２．０２．０４．１２０．４ものづくりへの興味造形表現

２．０１．０２．００．００．０５．１色への興味

１．０４．１１．０１．００．０７．１絵の細かさ

２．０３．１３．１２．０１．０１１．２絵の大胆さ

３．１２．０２．００．００．０７．１音への敏感さ音楽表現

２．０２．０１．００．０１．０６．１リズム感

５．１４．１２．０２．０１．０１４．３あそびの多様性総合力

１．０６．１５．１１．０１．０１４．３あそびの深まり

※選択率３０％以上の項目を網掛けで示した
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ことから、このような結果が出ていると推測

される。その結果、上の分析とまったく同じ

ように、「言葉」領域、「人間関係」領域、

「環境」領域、「健康」領域などの変化成長が

大きいということが分かる。これは、領域別

の項目の差の違いを超えているものである。

２）表６の分析結果の２）、３）、および４）の

考察は、ここでも同様のことが言える。

　子どもの変化を尋ねた問いでは、２４項目以外

を選ぶ場合に、「その他」の選んだ場合の自由記

述がある。それらを分析すると以下の事が言え

る。

１）その他の自由記述は、①健康・体力、②社

会性・思いやり、③五感・感性、④自律・自

信、⑤工作・想像・創造に分類された。

２）②の社会性・思いやりに関することでは、

正義感、おやつのシェア、表情の読み取り、

考えた行動、家での手伝いなどで行動の変化

がみられた。

３）③五感・感性については、味覚、季節の変

化、自然の面白さ、言葉の表現、虫が好きに、

変化への気付きが早いなどで行動の変化がみ

られた。

４）④自立・自信については、気持ちの切替、

我慢強さ、表情の充実感、自尊心、活発化、

やり遂げる力、責任感、乗り越える力などで

行動の変化がみられた。

５）⑤工作・想像・創造に関することでは、発

想・空想力、物づくりへの興味、絵画・工作

の創造性、手先の器用さ、遊びの多様さなど

で行動の変化がみられた。

　鳥取県のみちくさ及びまるたんぼう（杉ぼっ

くり含む）の保護者のインタビューでの子ども

の成長に関わる内容と照らし合わせてみると、

みちくさでは、「健康」領域と心のやさしさ（思

いやり、人間関係領域）が、まるたんぼうでは、

健康領域、観察力（環境領域）、自己発揮（人間

関係領域）、自己主張（言葉領域）が挙げられる。

これらは、上のアンケート結果とも共通した結

果を示していると言える。

おわりに

　以上のように、森のようちえんの子どもたち

の変化（成長）を中心に保護者アンケートから

分析・考察してきた。子どもたちの変化（成長）

について要約すると、以下のとおりである。

１）相手の気持ちを考えて行動することができ

る。

　「思いやり」の気持ちが成長したと感じている

保護者が多い。相手がどう思っていて、何を求

めているのかに気づくことができると考える。

それは、森のようちえんの理念にもあるように、

大人がすぐに介入せず、子どもたち同士の関わ

りを見守るというところから、子どもたちは、

大人からの評価を気にすることなく、友達と関

わることができているからである。子ども同士

の関わりの中で、困っている友達には手を差し

伸べたり、楽しいことを共有し合ったりできる。

自分がされて嬉しかったことは、友達にもそう

しようと思える。森のようちえんでは、そのよ

うな深いかかわりをすることができると考える。

毎日を一緒に過ごす中で、「友達」から「仲間」

という意識に変わっていくのではないか。森の

ようちえん「おてんとさん」のスタッフが「子

どもたちは友だちと仲間をいう言葉を使い分け

ている。森のようちえんの子は仲間、家に帰っ

てから地域などで付き合うのは友だちというよ

うに」と話していた。２０人前後の小さな集団で

最長３年間過ごすことで、人間関係の濃い絆が

子どもたちの中に生まれても不思議ではないで
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あろう。

２）自然の変化に対して敏感になる。

　「観察力」「自然への興味」が上位にある。自

然の中では、毎日様々な変化が起こる。昨日ま

で咲いていた花が散った、雨が降って昨日まで

は無かったはずの川ができているなど、子ども

たちが「あれ？」「不思議だな」と思うことがた

くさんある。一般的な保育室の中では、物の配

置が決まっていて整頓されているため、大きな

変化はない。一方、自然の中では、昨日と全く

同じ環境をつくることはできない。自然事象の

微妙な変化に子どもたちの鋭い感性がさらに磨

かれていく。センス・オブ・ワンダー（驚きの

感性）の心を持った子どもたちは、「あれ？」と

思ったことに対して、「もっと知りたい」「な

ぜ？」と、物事を追求し、観察する力が身につ

く。その「あれ？」「不思議だな」という小さな

変化に気づくことが、生きる力に繋がると考え

る。

３）自分を表現できるようになる。

　「自己主張」「自己発揮」が成長しているとい

う点から、自分を表現ができるようになると考

える。森のようちえんの子どもたちは、自ら判

断し、主体的に活動をしている。それは、大人

の見守る姿勢があるからこそである。失敗して

もそれを受け止めてくれる仲間がいる、嬉しい

ことは一緒になって喜んでくれる仲間がいると

いう、「受容」の環境の中で活動することができ

ているからである。大人がどの子どもについて

も、子どものすべてを受け入れてくれている、

そして私の事をちゃんと見てくれている。そし

て受け止めてくれていると思えるような心地よ

い環境を作ることが大切である。そのような環

境の中で伸び伸びと活動することによって、次

は自分が周りの仲間の事を受け止めようという

気持ちが芽生えるであろう。次の事は多くの森

のようちえんで実施していることである。視察

の朝、その日の活動場所を子どもたちが話し合

うという場面を観察した。みんな行きたい場所

が違っていたが、それぞれみんなが場所を選ぶ

理由を付けて「今日はここに行きたい」と自己

主張していた。ただ自分の意見を言うだけでな

く、周りの意見も受け入れながら活動場所を決

めていくという姿があった。そのような対立の

中でも「受容」の関係の中にいることが自己肯

定感の育みにも繋がると考えられる。

　最後に「森のようちえんの教育効果」につい

ての今後の課題を挙げ、本稿を閉じることにし

たい。

１）アンケート回答から「森のようちえんに通

う子どもたちの保護者の考え方の変化」の分

析を行い、森のようちえんに通う子どもの保

護者の成長や子どもの家庭生活・教育への実

態について考察すること。

２）一般の幼稚園の園児の変化成長との比較を

行い、森のようちえんにおける子どもの変化

（成長）の相違点を明らかにすること。

注

注１　http://berd.benesse.jp/up_images/research/ 
nyuyoji_media_all.pdf#search

　　（ベネッセ教育総合研究所、乳幼児の親子のメデ
イア活用調査報告書、２０１４年。最終閲覧　２０１６年
１月２０日）６歳児４０１名のうち、携帯型ゲーム機
器の所有率２９．７％（２０１３年３月、郵送法調査、調
査範囲：東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県。）。

注２　http://berd.benesse.jp/berd/center/open/ 
report/kyoikuhi/webreport/report０５_０４.html#zu
５_７

　　（ベネッセ教育総合研究所、最終閲覧２０１６年１月
２０日）２００９年３月、インターネット調査で１，０３０
名の５歳児の場合、スポーツ活動４９．３％、芸術活
動３０．５％、教室学習活動１９．８％など。
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注３　森のようちえん　みちくさの子どものお迎え時
の保護者インタビュー（６月２５日、７：３０～８：３０）
　鳥取県「森のようちえん」認証制度がスタートした
２０１５年度は、定員を１８名としたが、６月現在では１３名
がいる。年度途中も転勤などで出入りがある。現在、
福島からの移住者も１名いる。従来からの常勤スタッ
フ２名に加えて、パート保育者が１名雇用されている。
　今の所、市町村からの補助無しで、県からの補助金
と保護者からの保育料で経営していくことになる。保
育料（夕方１７時までの預かり）は、月４万円である。
全員が送迎希望であるが、送迎費は保育料に含まれて
いる。早帰りは、３，０００円引きとしている。現在は全
員が１７時までの預かりを選んでいる。連絡帳で子ども
のことを情報交換している。毎学期末の保護者懇談会
は重要な打合せであり、子どもの成長や課題をお知ら
せし、次の学期の目標や家庭教育についての要望を伝
えることにしている。
　みちくさは、２０１３年度は試行期間として、初め、週
二日でスタートし、３日、４日、そして５日へと伸ば
していった。２０１４年度は、毎日型でスタートし、卒業
生を３名送り出した。３名の様子は、問題なく、運動
会でもしっかりとやっていたとのこと。入学式では、
校長先生の顔をしっかり見て、話を聞いていた。町の
広報誌に写真が掲載されていたようである。今年は、
卒園児と保護者のキャンプを在園児と保護者達とも合
同で開きたいとのことである。
　この日は、朝７時半からみちくさ送迎バスに同乗し、
米子市内を巡回した。一人の父親を除いて母親ばかり
であったが、３人にインタビューした。
１）二人の兄弟を入れている母親は、兄はもともと優
しい子であったが、更に優しい子になっているとの
こと。身体的にも精神的にも全体が強くなったよう
である。風邪をひかないし、ひいても直ぐに治ると
のこと。
２）体育大学卒のアスリートの母親は、一人娘（年
少）をこの４月に入れたが、一人で遊べるように
なったとのこと。前はよく甘えて一人では遊べな
かったようである。疲れることがない。夜は朝まで
熟睡している。前よりも優しくなったとのこと。
３）３人目の母親は、高校教師（家庭科）であるが、
車をハイブリッドに買い換え、倉吉市から家族で
引っ越してきて、入園した。母親は１時間以上かけ
て高校に通勤している。夫も同様に倉吉に通勤。３
歳児で入園したばかりである。下にも子どもがいる。
いずれ入園するのであろう。覚えた植物の名前をよ
く教えてくれるそうである。

注４　まるたんぼう・杉ぼっくりの保育者たちとの懇
談会（６月２６日１９：００～２１：００）での保育者イン
タビュー

　　テーマ「森のようちえんにおける子どもの成長と
保育者としての思い」

１）森のようちえん出身生は、新しいことに慎重な動
きがある。先を予測し、成功できないものには挑戦
しないのか。森のようちえんの子どもは自分を軸に
して選んでいる。教えられて学ぶ子どもと比べて学
び方が異なるので、動きにくいという心理的な抵抗
があるのだろうか。
　森の中では保育者と子どもは同等である。まるた
んぼうでは、子どもたちに先生と呼ばせるのではな
く、ニックネームで○○ちゃんと呼ばせてきた。子
どもとフラットな関係でいたいからである。母親た
ちの共同保育から始まったまるたんぼうの教育風土
である。このことと上のことは関係がないだろうか。
２）見守り保育について、子どもの育て方には、塩加
減（本人の自発性を重視して見守ること）と砂糖加
減（保育者が助けること）の按配があるだろう。塩
と砂糖は両方があって、それぞれが生かし合うもの。
子どもの何を見るのか。子どもの何を守るのか。保
育者は子どもの行動を見て子どもの内面を見つめる。
そこから、子どもが何を考え、何をしようとしてい
るのかを洞察する。そして、子どもの成長への援助
を考える。その時、保育者は子どもの全存在を守り、
居場所を守り、自己主張を守り、可能性を守り、未
来を守る。
　森のようちえんの出身生は、幸福度の高い子ども
ではないか。自尊心、自己肯定感の高い子ども。喧
嘩を見守るのは、子ども同士一人ひとりの自己主張
と交渉を見て、それぞれの発達過程を見守るという
こと。自育の場を保障するということ。
３）マンション暮らしの子どもの母親が子どもの成長
のバランスを考えて森のようちえんに入園させて来
る。多動ということは発達欲求でもあると思われる。
自然体験欠乏障害の子どもの多動や集中力の低さと
呼応する話である。
　恵まれない子どもこそ森のようちえんで育てる必
要があるが、そうした母親は進学しか考えていない。
大人こそが変わる所、それが森のようちえん。何が
大人を変えるのか。入園して間もなく変化する子ど
もを見て親が変わる。子どもがどんどん変わってい
くことを見て、子どもを信じて待つ保育を理解し始
める。肩の荷を下ろす親がいる。
４）森のようちえんの子どもは、好き嫌いがなくなる。
週一回のペースで、野菜を持ち寄りの味噌汁を食べ
ているからである。
５）森のようちえんの子どもは、絵を描くときに、細
かいところまで描く。小学校で描いた子どもの絵を
見ると、三人ともそうした絵を描いていた。それは
自然の中で観察力が養われている証拠ではないか。
リンゴとみかんを識別する程度の観察力しか育てて
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いない学校教育とは異なる森のようちえんの教育の
特徴が現れていないか。
６）森のようちえんの子どもは、けんかで怪我をさせ
ることがないのではないか。自己コントロールが出
来るからである。森の中での遊びで、我慢強さや忍
耐力が身に付いたり、相手を思いやる心が育ったり
するので、相手と対立してけんかをしているときで
も、自分を見失うことなく、相手を傷つけることが
ないのではないか。
７）森のようちえんの子どもは、リーダーシップを発
揮することが多い。初めから引っ張っていく子ども
というよりも、周囲から認められてリーダーになる
子が多い。
８）OB会をした時のことである。冬、雪の中でたき
火をしようと計画していた。卒園児たちは行きのバ
スの中でぶつぶつと積極的な話をしていなかったが、
いざ到着すると、やる気満々で、こちらが圧倒され
て後からついていくという感じになったことがある。
９）森のようちえんでは、自分のペースで活動できる
ことがいい。一人で居たいときは一人で居られる。
そうして自分を取り戻し、集団に戻る。一斉教育の
場ではこういうことは難しい。これは自分を見つけ
る時間となる。自分の納得のいく行動がとれるよう
になる。それは、自信や自己肯定感へとつながる。

１０）女子は非常に複雑で精神的に育ちが早い。女には
女児というものはない。女子は既に女である。男は
鼻くそを掘っている。相撲取りをしている場面で、
女子ははじめ冷静に見ているが、男子からも一緒に
やることを要請されると、しかたがない、やってや
るかという雰囲気になり、本気になって、勝負する
と、男子よりも強いのである。

注５　まるたんぼうの参観日保育での保護者インタ
ビュー（６月２７日１０：００～１２：００）

　まるたんぼうの保育参観日で、そちらへ合流する。
朝の会が拍子木の合図で始まる。「あの橋が落ちる前
に」を歌いながら体を動かしてレクをする。点呼は、
家族でどんな子を出すかの相談タイムを設ける。いろ
んな声の工夫をして一周回る。西村山への散歩が始ま
る。保護者と話しながら歩く。途中、ぐみの木が熟し
た実をたくさんつけており、そこで３０分以上とどまっ
て、子どもたちが木に登り、お互いに助け合って食べ
続ける。何人かの家族は西村山へ移動する。
　私もぐみの木の下に潜り込み、ぐみを少しいただく。
女子に取ってあげると「少し酸っぱかった」と控えめ
に話す。そのさり気ない優しい話し方には取ってくれ
てありがとうという感謝の気持ちと同時に、決してお
世辞や嘘は言わないという子どもらしさがあると感じ
た。その子はその後、マムシ草があることを教えてく
れる。

　指さして「これ触ったらかぶれるよ」と控えめで優
しい話し方で。
　西村山は、ログハウスが立っているが未完成で止
まっている。人手が足りないとのこと。冬までには完
成したいと保護者の一人が言う。
　数人の保護者のインタビューを以下報告する。
１）保護者（別の森のようちえんの保育者）
・散歩のとき、歩くばっかりの一般保育施設の子ど
もに対して、森のようちえんの子どもは、道端で
必ず何かを見つけ、じっくりと観察できる。しか
し、一般保育施設では、立ち止まって何かを見よ
うとしても、保育者が早く行くように急き立てて
しまう場合がある。せっかく森に入っているのに、
そこで音楽を流し、遊び、自然観察はそこそこで
引き上げてしまうことがあるようだ。
・暑さや寒さへの抵抗力も異なっている。冬は昼食
を屋内で食べると午後は外へ出ないのが一般の子
ども、外へ出るのが森のようちえんの子ども。
・森のようちえんの子どもが小学校へ行くと、何で
も先生が基準になっているので驚いている。一般
の保育施設から来た子どもが「先生に言っとく」
とか「先生が悪いと言ったから悪い」と言ってい
る。
・子どもが何か傷つくと一寸したことでも謝る保育
者がいるが、保護者もおかしくなっており、保育
者もそれに対応せざるを得ない状態がある。

２）兄と妹をまるたんぼうで育てた保護者（母親、公
務員）
・兄は小３であるが、学校の話し合い場面では人と
異なる意見を言える子で先生も助かっていると聞
いている。何かの役割を決めるときでも積極的に
手を挙げるとのこと。６年前はまだ森のようちえ
んも知られていなかったから周囲からは異端児の
ように思われたが、今では珍しい存在ではなく
なっている。周囲が驚くほどではない。選択肢と
して存在が認められている。

３）保護者（父親、大学教員）
・４月に入園したばかりの年少女児であるが、自分
の考えをしっかりと言ったり、甘えたりすること
が減ったり、２か月で大きく成長している。

４）都内からの Uターンの保護者（父親）
・妻の判断で入園をして今では年長であるが、期待
以上に子どもが成長したと思っている。都会では
得られない自然環境で子どもがこうした活動をす
ることは人として育つために不可欠であると思う。

５）年少女児を入園している父親
・やっと慣れて家でも園のことを話すようになって
きた。初めは弁当も食べられなかったし、朝別れ
るときは泣いていた。今では、活発になり、強く
なっている。
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６）県外からの移住で、年子の男子２名を入園させた
保護者
・父親は県外に残したままであるが、子どもを育て
るのはここしかないと考えて引っ越してきた。子

どもは良く育っているし、今後の成長が楽しみで
ある。

以上
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